
 

緑の基本計画の改定について （資料 4） 

１ 事業概要 

緑の基本計画とは、都市緑地法に規定されています「緑地の保全及び緑化の推進に

関する基本計画」で、公共公益施設だけでなく、民間の所有する区域も含めた緑の空

間全体の緑化推進について、緑全般に関する取り組みを行政、市民、事業者などが一

緒になって進めていくための指針となるものです。 

２ 現在の計画について 

現在の計画期間は、平成２９年度（２０１７年度）～令和８年度（２０２６年度）

で、めざす緑の将来像「未来につなぐ緑の都市づくり」の実現に向けて、目標を設定

し、それを達成するための様々な施策を展開しています。 

現在の緑の基本計画 2017～2026 

● 緑の将来像  
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現在の緑の基本計画 2017～2026 

● 緑の配置方針 

緑の将来像の実現に向けた緑地の基本的な配置方針を以下のとおりとし、本市の緑のあるべ

き姿を「緑の将来像図」として示します。 

■安心をつなぐ 緑のネットワークづくり 

総合計画の土地利用構想における、緩衝緑地ゾーン、居住ゾーン、農業緑地ゾーンそれぞれに南

北の緑の軸を設定するとともに、この３本の軸をつなぐ東西の軸として都市計画道路やエコプロム

ナード等を位置付け、既存の緑の保全や新たな緑の創出を図ります。 

連続した緑を市内に効率的かつ効果的に配置していくことによって緑のネットワークを形成し

ていくことで、良好な景観づくりや防災性の向上のほか、動物の移動経路や植物の種子の伝搬経路

となる緑の回廊
＊
「コリドー」の形成などが図られます。 

・臨海部の産業ゾーンと内陸部の居住ゾーンの間に位置する緩衝緑地ゾーンには、緑の持つ4つ

の機能が充実した環境保全林の整備を推進し、隣接する臨港地区
＊
内の緑地とともに臨海工業

地帯と市街地等の分離遮断を図ります。 

・中央の居住ゾーンには、東海緑地や加木屋緑地などの大規模な都市公園が整備され、また太光

寺池や鎌ケ谷池の周辺などにまとまりのある自然林が残っていることから、本市中央部を縦貫

する緑の骨格軸として位置付け、保全や充実を図ります。 

・東部の農業緑地ゾーンについては、拠点となる都市公園の緑の充実を図るとともに、丘陵地の

山林や農地、点在するため池周辺の自然林などを保全することによって緑のエッジとしての役

割を持たせ、県土生態系ネットワーク軸へ繋がりを持たせます。 

■夢をつなぐ 花と緑があふれる都市づくり 

・太田川駅周辺の都市・交流機能が集積する都市拠点や、その他主要駅周辺の地区拠点、新駅周

辺など、居住人口の増加や産業用地の供給を図っていく地区を中心に、街路樹や公園・緑地の

整備などによって身近な場所に花や緑があふれるまちづくりを推進します。 

・都市拠点やレクリエーション拠点、健康福祉拠点、健康増進拠点などを「中核となる緑の拠点」

に位置付け、レクリエーション機能などの緑の持つ様々な機能が多面的に発揮された空間づく

りに取り組みます。また、「緑の拠点」における緑の充実を図ります。 

・平洲と大仏を訪ねる花の道やエコプロムナードなどの散策路を、誰もが利用しやすいように整

備することによって、駅と公園、観光資源
＊
などを線でつなげ、自家用車に過度に頼らないで

暮らせる環境にやさしい都市づくりや、市民の健康で元気な暮らしを支える都市づくりを推進

します。 
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現在の緑の基本計画 2017～2026 

● 緑の将来像図  

 

【愛知県広域緑地計画における緑地計画】 
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現在の緑の基本計画　2017～2026
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３ 緑の基本計画の改定に向けて 

現行計画の達成度を検証しながら、将来像や基本方針、施策の方向などを継承するこ

とを基本として改定を行います。 

東海市の緑を取り巻く社会環境の変化に対応し、国の「緑の基本方針（案）」や上位・

関連計画との整合を図るとともに、本市の緑の現況調査結果や市民意識の把握に努めな

がら、課題を整理した上で、令和６年度（２０２４年度）から令和８年度（２０２６年

度）までの３か年で改定作業を行います。 

【改定作業スケジュール（案）】 

年 度 作 業 内 容（予定） 

令和６年度 

（2024 年度）
調査準備 

・先進事例調査 

・台帳整理（都市公園、緑地、街路樹、公共施設緑地、    

保全地区、民有地緑地等） 

・計画の骨子作成 

令和７年度 

（2025 年度）
現況調査 

・上位・関連計画の整理 

・緑の現況調査（緑被率調査） 

・現行計画の達成度検証 

・市民意識調査 

・課題の整理 

・基本方針の検討 

・策定委員会準備 

令和８年度 

（2026 年度）
計画策定 

・策定委員会（第 1 回） 

・目標の設定 

・施策の検討 

・計画の進行管理の検討 

・計画書（素案）の作成 

・策定委員会（第２回） 

・パブリックコメント 

・策定委員会（第３回） 

・計画書とりまとめ 

 

市民の幅広い意見を反映させながら、計画の改定を進めます。 

【市民意見の反映】 

① 市民意識調査（総合計画アンケート結果等を活用） 

② 策定委員会（学識経験者、農・商工業関係者、市民公募、県） 

③ パブリックコメント 

5



 

４ 上位・関連計画 

東海市緑の基本計画は、上位計画である「東海市総合計画」に即し、「東海市都市計

画マスタープラン」に適合するとともに、都市緑地法に基づく国土交通省『緑の基本方

針』や愛知県広域緑地計画のほか、東海市環境基本計画など本市の関連計画との連携が

図られた計画とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）国土交通省『緑の基本方針（案）』（令和６年１０月） 

項 目 内  容 

将来的な

都市のあ

るべき姿 

人と自然が共生し、環境への負荷が小さく、Well-beingが実感できる緑豊かな都市 

目標 

・国全体として都市の緑地を郊外部も含め保全・創出させ、そのうち市街地について

は緑被率が３割以上となることを目指す 

・基本方針に基づき都道府県が定める全ての広域計画及び市町村が定める全ての基本

計画において、以下の３つの都市の実現に向けた取組及び関連する指標等を位置づ

けることを促す 

①人と自然が共生するネイチャーポジティブを実現した都市（自然再興） 

②環境への負荷が小さいカーボンニュートラル都市（吸収源対策） 

③Ｗell-being が実感できる水と緑豊かな都市（幸福、快適） 

計画の 

連携 

・国土交通大臣が都市における緑地の

保全等に関する基本方針を策定。 

・都道府県が都市における緑地の保全

等に関する広域計画を策定。 

・市区町村が、各種制度や補助等の多

様な手段を効果的に活用するとと

もに、住民等と相互に協力し、計画

的かつ積極的に緑地の保全及び緑

化の推進に関する措置を講じてい

くための基本計画を策定。 

・東海市環境基本計画 

・東海市地域防災計画 

・東海市地球温暖化対

策実行計画 

 

東海市総合計画 

国土交通省 

『緑の基本方針（案）』 

愛知県広域緑地計画 

【都市緑地法関連】 

東海市都市計画 

マスタープラン 
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東海市都市計画マスタープラン（令和６年３月） 

項 目 内  容 

目標年次 令和２５年度（２０４３年度） 

理念 ともにつながり 笑顔と希望あふれるまち とうかい 

土地利用

の構成 
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